
本
部
闘
争
指
示
第
25
号
を
受

け
、
仙
台
地
本
は
11
月
14
日
、

貨
物
東
北
支
社
に
対
し
、
東
北

協
議
会
と
し
て
「
再
回
答
」
を

求
め
る
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

申
入
れ
の
席
上
、
組
合
側
は

貨
物
組
合
員
の
切
実
な
生
活
実

態
や
低
賃
金
ゆ
え
に
希
望
が
持

て
ず
職
場
を
去
る
若
者
が
続
い

て
い
る
等
の
実
態
を
述
べ
、
低

額
回
答
を
撤
回
し
再
検
討
・
再

回
答
を
要
請
し
た
が
、
貨
物
東

北
支
社
は
「
要
請
の
内
容
は
本

社
に
伝
え
る
」
と
回
答
す
る
に

と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
地
本
は
仙
地
指
示
第
10

号
に
よ
り
抗
議
行
動
の
展
開
を

指
示
。
宮
城
・
福
島
両
県
内
に

お
い
て
抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。

８
回
の
要
請
書
送
付

11
月
21
日
、
郡
工
支
部
は
、

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
正
門
前
で

抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。

集
会
は
、
郡
工
支
部
阿
部
副

委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
同

支
部
橋
本
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
各
分
会
か
ら
決
意
表

明
が
さ
れ
、
貨
物
分
会
を
代
表

し
天
野
書
記
長
は
、
こ
の
間
現

場
長
申
入
れ
と
8
回
に
及
ぶ
満

額
回
答
を
求
め
る
支
社
・
本
社

へ
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
回
答
後
に

は
低
額
回
答
に
抗
議
し
再
回
答

を
求
め
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
付

し
た
と
報
告
。
ま
た
「
会
社
は

こ
の
間
鉄
道
事
業
の
黒
字
化
を

理
由
に
超
低
額
回
答
を
続
け
て

き
た
が
、
そ
れ
を
達
成
し
て
も

継
続
が
重
要
と
劣
悪
な
期
末
手

当
の
回
答
を
押
し
付
け
て
い
る
。

要
求
獲
得
に
向
け
て
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
精
一
杯
闘
う
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

客
貨
一
体
で

闘
う
決
意
を
確
認

11
月
22
日
、
宮
城
野
貨
物
門

前
で
開
催
さ
れ
た
集
会
に
は
、

宮
城
県
支
部
と
仙
総
支
部
の
組

合
員
62
人
が
参
加
。
佐
藤
執
行

委
員
の
司
会
で
開
会
し
、
地
本

千
葉
執
行
委
員
が
あ
い
さ
つ
。

貨
物
協
議
会
木
元
事
務
長
の

情
勢
報
告
と
決
意
が
述
べ
ら
れ

た
。
続
い
て
宮
城
県
支
部
秋
山

委
員
長
が
「
貨
物
の
仲
間
か
ら

闘
い
を
学
ん
で
き
た
。
昨
日
は

支
社
前
で
再
回
答
を
求
め
る
街

宣
・
チ
ラ
シ
配
布
を
取
組
ん
で

き
た
」
と
報
告
。
仙
総
支
部
庄

司
委
員
長
は
「
許
さ
れ
な
い
回

答
。
貨
物
の
仲
間
を
支
え
共
に

闘
う
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

福
島
県
支
部

郡
山
分
連
協
事
務
所
で
行
わ

れ
た
福
島
県
支
部
集
会
で
は
、

貨
物
福
島
三
浦
分
会
長
が
、
分

会
自
ら
行
っ
て
き
た
年
末
手
当

満
額
獲
得
の
取
組
み
の
経
過
を

述
べ
た
後
、
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
発
足

30
年
と
社
員
へ
報
い
る
と
し
て

0
・
04
ヶ
月
を
増
額
し
た
と
い

う
が
、
我
々
を
馬
鹿
に
し
て
い

る
。
0
・
5
ヶ
月
で
も
低
い
。

全
く
頭
に
く
る
」
と
し
、
「
最

高
益
を
出
し
て
も
会
社
は
社
員

に
還
元
す
る
気
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
出
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
歯
が
ゆ

さ
、
力
の
な
さ
を
痛
感
し
て
い

る
。
地
道
に
こ
れ
か
ら
も
仲
間

と
と
も
に
頑
張
る
」
と
あ
き
ら

め
ず
闘
う
決
意
を
述
べ
た
。

【
昌
】
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10
・
2

地
本
ゴ
ル
フ
大
会

10
・
13

第
一
回
地
方
執
行
委
員
会

10
・
19

本
社
交
渉
（
エ
ル
ダ
ー
制
度
）

10
・
31

各
地
方
業
長
・
東
日
本
職
協
議
長
会
議

11
・
4

各
地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議

11
・
7

第
二
回
地
方
執
行
委
員
会

11
・
11

第
22
回
東
日
本
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
・
19

国
労
東
北
定
期
総
会
・
東
北
労
働
講
座

11
・
21
‐
24

貨
物
年
末
手
当
抗
議
集
会
（
宮
城
・
福
島
）

11
・
22

各
地
方
委
員
長
・
書
記
長
会
議

11
・
25
‐
26

第
5
回
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察
学
習
会

11
・
30

本
社
経
協

12
・
3

東
北
貨
物
協
議
会
定
期
委
員
会

12
・
3

地
本
家
族
会
総
会

12
・
7

第
三
回
地
方
執
行
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

労
働
講
座
・
激
励
会

12
・
11

第
一
回
春
闘
事
務
局
会
議

12
・
13

仙
台
運
輸
協
議
会
定
期
委
員
会

12
・
16

東
日
本
工
務
協
議
会
定
期
委
員
会

12
・
16

地
本
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
業
務
部
長
会
議

 
国
労
本
部
主
催
に
よ
る
、
第

5
回
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察
学

習
会
が
11
月
25
日
～
26
日
に
開

催
さ
れ
、
25
日
は
全
国
か
ら
参

加
し
た
視
察
団
40
人
が
現
地
視

察
を
行
い
、
翌
日
は
交
流
学
習

会
と
現
地
集
会
が
郡
山
ホ
テ
ル

プ
リ
シ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
、
現

地
集
会
に
は
、
仙
台
地
本
と
水

戸
地
本
か
ら
約
１
２
０
人
が
参

加
し
た
。

現
地
視
察
概
況
報
告

初
日
の
現
地
視
察
で
は
、
福

島
駅
に
集
合
し
、
バ
ス
に
て
浪

江
駅
に
向
か
い
ま
し
た
。

浪
江
駅
に
設
置
し
て
い
る
空

間
線
量
率
は
0
・
36
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
（
以
下
μ
㏜
）
で

あ
り
、
そ
こ
で
勤
務
を
し
て
い

る
方
は
本
当
に
大
丈
夫
か
と
不

安
に
思
い
ま
し
た
。

浪
江
駅
か
ら
は
、
夜
ノ
森
駅

付
近
の
線
路
の
復
旧
工
事
状
態

を
見
学
し
に
行
き
ま
し
た
が
、

土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
線

路
復
旧
工
事
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

次
に
富
岡
駅
周
辺
の
視
察
に

向
か
い
ま
し
た
が
、
途
中
の
6

号
線
で
は
、
道
路
上
に
あ
る
空

間
線
量
は
3
μ
㏜
を
超
え
て
い

た
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
除
染
の
で
き
な
い
山

の
近
く
を
バ
ス
が
走
行
し
た
と

き
は
、
バ
ス
内
で
の
線
量
計
が

鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
7
～
9
μ
㏜

に
到
達
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ

に
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
で
す
。

ま
だ
ま
だ
住
民
が
戻
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
若

い
人
が
戻
れ
な
い
状
態
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
参
加
者
全
員
の

声
と
し
て
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
富
岡
駅
は
、
10
月
21

日
に
竜
田
～
富
岡
間
が
運
転
再

開
さ
れ
大
変
様
変
わ
り
を
し
ま

し
た
。
昨
年
訪
れ
た
際
に
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少

し
ず
つ
住
宅
も
建
設
さ
れ
、
人

が
住
め
る
環
境
に
整
備
さ
れ
て

き
て
い
ま
し
た
。

現
地
視
察
を
通
じ
て
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
6
年
8
ヶ
月
が

経
過
し
て
も
進
ま
ぬ
復
興
と
運

転
再
開
を
目
指
す
常
磐
線
で
の

被
爆
労
働
の
問
題
な
ど
、
幾
つ

も
の
問
題
が
内
在
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

【
原
】

 
地
方
本
部
は
貨
物
会
社
の
17
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い
で
、

基
準
内
賃
金
の
1
・
64
ヶ
月
分
と
い
う
低
額
回
答
に
対
し
、
再

回
答
を
求
め
る
抗
議
行
動
等
を
宮
城
・
福
島
両
県
で
開
催
し
た
。
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11
月
19
日
、
第
14
回
東
北
労

働
講
座
が
盛
岡
市
内
「
国
労
会

館
」
で
開
催
さ
れ
た
。
講
座
は

二
部
構
成
で
、
労
働
講
座
と
し

て
は
、
国
労
弁
護
団
の
福
田
護

弁
護
士
よ
り
「
鉄
道
の
業
務
外

注
化
と
安
全
問
題
」
に
つ
い
て

講
演
を
受
け
た
。

ま
た
第
二
部
は
「
平
成
採
用

組
合
員
交
流
会
」
と
し
て

組
織
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
の

位
置
付
け
で
集
会
が
行
わ
れ
、

本
部
や
東
日
本
本
部
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
組
み
と
課
題
等
の

問
題
提
起
が
さ
れ
た
。

続
い
て
各
地
方
か
ら
組
織
拡

大
に
向
け
た
職
場
活
動
報
告
が

行
わ
れ
た
。
最
後
に
平
成
採
用

者
か
ら
は
、
青
年
二
人
と
女
性

部
一
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況

報
告
と
拡
大
に
向
け
た
決
意
の

一
端
が
述
べ
ら
れ
た
。

な
お
、
同
日
に
は
第
32
回
東

北
協
議
会
定
期
総
会
も
行
わ
れ
、

経
過
や
活
動
方
針
、
決
算
及
び

予
算
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
が
さ
れ
た
。

〇
東
北
協
議
会
新
役
員

議

長

佐
藤
浩
一

（
秋
田
地
本
委
員
長
）

副
議
長

沢
田
光
広

（
盛
岡
地
本
委
員
長
）

五
十
嵐
敬

（
仙
台
地
本
委
員
長
）

幹

事

高
橋
英
樹

（
秋
田
地
本
書
記
長
）

菊
池
要
悦

（
盛
岡
地
本
書
記
長
）

原
子
清
貴

（
仙
台
地
本
書
記
長
）

高
橋

毅

（
東
北
貨
物
協
議
長
）
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退
職
の
お
知
ら
せ

9
月
30
日
付

保
志

正
義
さ
ん

仙
台
駅
連
（
退
職
）

高
橋

道
雄
さ
ん

小
牛
田
駅
連

（
L
i
v
i
t
鹿
島
台
）

福
田

一
成
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
）

佐
々
木

芳
則
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
小
牛
田
）

遠
藤

義
春
さ
ん

貨
物
福
島
（
嘱
託
）

佐
藤

孝
雄
さ
ん

仙
台
信
通
区

（
日
本
電
設
）

遠
藤

順
一
さ
ん

仙
総
運
転

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
）

山
田

芳
夫
さ
ん

岩
沼
駅
連

（
L
i
v
i
t
山
下
）

10
月
31
日
付

北
見

幹
雄
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
仙
建
若
松
若
松
）

粟
津

友
次
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
仙
台
出
張
所
）

山
口

恒
好
さ
ん

新
庄
駅
連
（
退
職
）

本
田

要
一
さ
ん

郡
工
装
置
科
（
退
職
）

菅
原

雄
一
さ
ん

貨
物
宮
城
（
嘱
託
）

菊
田

幸
治
さ
ん

郡
山
駅
連

（
L
i
v
i
t
白
河
）

尾
形

敬
一
さ
ん

郡
山
駅
連

（
L
i
v
i
t
仙
台
）

門
脇

宏
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

（
仙
建
小
牛
田
）

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

9
月
30
日
付

鈴
木

幹
雄
さ
ん

会
津
若
松
地
区

佐
藤

豊
さ
ん

会
津
若
松
地
区

11
月
30
日
付

岩
井

幸
二
さ
ん

貨
物
宮
城

（
継
続
・
臨
時
雇
用
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

異
動
の
お
知
ら
せ

10
月
1
日
付
（
出
向
）

安
達

祐
治
さ
ん

（
L
i
v
i
t
仙
台
）

村
上

正
博
さ
ん

（
L
i
v
i
t
南
仙
台
）

佐
藤

文
明

（
L
i
v
i
t
南
仙
台
）

小
室

洋
さ
ん

（
L
i
v
i
t
南
仙
台
）

高
木

文
男
さ
ん

（
L
i
v
i
t
喜
多
方
）

11
月
1
日
付
（
出
向
）

折
笠

稔
さ
ん

仙
台
建
築
技
セ

↓

ビ
ル
テ
ッ
ク
郡
山

▼
国
労
弁
護
団
を
中
心
に
ま

と
め
た
、
「
鉄
道
の
安
全
問

題
と
外
注
化
」
と
い
う
冊
子

が
あ
る
。
そ
の
中
に
、
今
年

2
月
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
、

麻
生
副
総
理
兼
総
務
相
の
答

弁
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

▼
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
問
題
に
つ

い
て
の
質
疑
で
こ
う
答
弁
し

て
い
る
。
「
国
鉄
を
7
分
割

し
て
黒
字
に
な
る
か
。
な
る

の
は
3
つ
で
、
あ
と
は
な
ら

な
い
と
当
時
か
ら
み
ん
な
言
っ

て
い
た
。
鉄
道
関
係
者
な
ら

例
外
な
く
思
っ
て
い
た
」

「
自
分
は
当
時
力
が
な
か
っ

た
の
で
、
今
だ
っ

た
ら
止
め
ら
れ
た

か
も
知
れ
な
い
」

と
も
。

▼
何
を
今
更
と
唖

然
と
す
る
が
、

「
黒
字
に
し
よ
う

と
す
る
た
め
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
で
経
費
を
削
減

す
る
と
結
果
と
し
て
安
全
が

落
ち
る
の
で
す
ご
く
大
事
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
を
ど
う
す
る
と

い
う
話
は
、
根
本
的
な
と
こ

ろ
を
触
ら
ず
し
て
や
る
の
は

無
理
が
あ
る
」
と
答
弁
し
、

分
割
民
営
施
策
の
失
敗
を
現

役
の
国
務
大
臣
が
認
め
て
い

る
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

▼
麻
生
大
臣
に
「
黒
字
に
な

ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
Ｊ
Ｒ

貨
物
会
社
は
、
7
期
連
続
の

黒
字
、
鉄
道
部
門
も
黒
字
化

を
達
成
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

今
年
度
も
年
末
手
当
は
「
超
」

低
額
回
答
だ
。
こ
の
間
我
々

は
、
「
構
造
矛
盾
の
解
消
を

図
れ
」
と
主
張
し
て
き
た
が
、

そ
も
そ
も
「
と
っ
か
か
り
か

ら
間
違
っ
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
を
こ
の
答
弁
は
証
明
し

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
間

違
い
」
の
ツ
ケ
を
三
島
会
社

と
貨
物
の
労
働
者
が
支
払
っ

て
い
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

▼
問
題
が
あ
る
の
は
貨
物
と

三
島
会
社
だ
け
で
は
な
い
。

旅
客
会
社
で
は
、
時
を
待
た

ず
し
て
再
発
し
て
い
る
大
規

模
輸
送
障
害
、
そ
の
下
に
隠

れ
た
中
小
の
輸
送
障
害
や
労

働
災
害
、
表
沙
汰
に
な
ら
な

い
未
遂
事
故
は
毎
日

の
よ
う
に
発
生
し
て

い
る
。

▼
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発

足
し
た
87
年
の
現
業

社
員
数
は
5
万
9
千

8
百
人
で
あ
っ
た
が
、

16
年
に
は
3
万
3
千

5
百
50
人
へ
と
削
減
（
56
％
）

さ
れ
た
。

▼
貫
徹
さ
れ
た
、
「
外
注
化
」

と
い
う
名
の
合
理
化
施
策
が

そ
の
下
に
横
た
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
「
理
解
し
て
い
な
い
・

分
か
ら
な
い
」
社
員
が
こ
の

会
社
の
大
半
を
占
め
つ
つ
あ

る
。

▼
同
時
に
、
自
分
も
含
め

「
担
務
」
と
い
う
名
の
仕
事

に
忙
殺
さ
れ
、
疲
弊
し
た
現

場
の
社
員
が
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
。

▼
も
う
限
界
だ
。
立
ち
上
が

る
の
は
今
。
こ
ぶ
し
を
突
き

上
げ
る
の
は
今
。
【
昌
】

11月11日、皇居外周を利用した第2

3回国労東日本本部駅伝大会が開催

された。当日は薄曇りとランナーに

とってはまずまずのコンディション。

今年の仙台地本のエントリーは、

山形県支部チームが事情により出場

を断念したため仙総支部のＡチーム

のみ。

少数精鋭選抜による上位進出を目

指すところであったが、昨年難病か

ら奇跡の復活を遂げたチームの大黒

柱でもあるキャプテン高橋真人が欠

場となってしまった。しかしその理

由は長年にわたり児童生徒に対する

健全育成に尽力（スキー指導等）し

たことに対する岩手県花巻市ＰＴＡ

連合会からの表彰式出席でやむを得

ない、というか大変素晴らしいこと！

更に寡黙な闘魂ランナー佐藤勝成

が背中を痛めてリハビリ中となれば、

危機的状態である。その理由は自宅

屋根のペンキ塗装の際、梯子から転

落。一歩間違えば大惨事。危なかっ

た！

ある意味チームとしてのエントリー

すら危ぶまれたが、まとめ役である

マネージャー山口の努力の甲斐あっ

て、何とか出場にこぎつけた。

結果は善戦及ばず入賞には届かな

かったが、故原田靖の長男尚人が今

年も助太刀参戦し、また今回は若い

新たな仲間も加わり来年に希望の襷

を繋ぐことができたようだ。

来年こそ皆で勝利の祝杯を挙げよ

う。（敬称略） 【昌】第5走者原田とアンカー大知里

提起する本部菊池委員長


